
                     

 

               

         

                         2024 年度 5 月号 

                                2024.5. 18  

=  第 63 回  愛知県合唱祭  = 

 

◆ 日程   ： 6 月 1 (土)・8 (土)・9 (日)  

◆ 場所   ： 名古屋文理大学文化フォーラム（ 稲沢市民会館 ）大ホール  

稲沢市正明寺３丁目 114  Tel 0587-24-5111 

              ( 名鉄 国府宮駅から 徒歩 15 分 ) 

◆ 出演・集合 ：  6 月 9 日(日)  K ブロック-3 番、pm12 時 53 分すぎ 

      K ブロック 12:40～14:06 の開始前には全員合唱の合同練習が 20 分ありま 

    す。曲は「夜のうた」。練習開始 5 分前の 12 時 15 分までに座席に、となり 

    ますので  集合場所・時間は、外ステージ階段付近に、お昼 12 時です。   

     時間を過ぎたら移動しますので、会えなかった時は直接大ホール座席にお 

       越し下さい。＊今混の座席は一番前、3 列・4 列の 21 番から 36 番まで＊ 

◆ 演奏曲   ：「みえない手紙」 「輪まわし」  

◆ 服装・楽譜 ： 色を合わせます。上→白、下→黒 っぽい感じで、靴は自由。 

               楽譜は出来れば暗譜で！との指揮者からの要望です^^        

◆ 前日練習  ： 6 /8 (土) pm6:30~ アートピア 8F 第 1 練習室にて    

◆ 参加費   ： 合唱祭の個人参加費として、お一人 500 円をお願いします。 

◆ ステージ写真 ： 八つ切りサイズ 1枚 500円で販売があります。事前申込みと 

             なりますので、ご希望の方は前日練習までに古川まで。 

      ～♪♪～ 7 月までの 練習予定 ～♪♪～   

5 月  25 日(土)  pm6:30~8:50  吹上・千種文化小劇場 2 階練習室 

6 月   8 日(土)  pm6:30~8:50 矢場町・アートピア 8F 第１練習室 

       22 日(土)  pm6:30~8:50   吹上・千種文化小劇場 2 階練習室 

7 月     6 日(土)   ・  20 日(土)  pm6:30~8:50  

両日とも 熱田神宮西・熱田文化小劇場 練習室 



 

 

 

        ↗ no2 からのつづきです~~ 

★ベース M・S さん・・『 さて、第 2 ステージの「愛ゆえに」は、今歌えばきっ

と素晴らしい「愛の歌」なのでしょうが、当時は歌詞の意味など全く理解できずに

歌っていました。きっと音符に言葉を載せるのに必死で作詩者の意図に達すること

はできなかったのでしょう。もう一度歌ってみたい楽曲でもあります。 

おまけのステージは先輩方がギター弾き語りで歌ってくれましたね。現団長の MC

がさえわたっていました。第 3 ステージの「旅」、半ばパワーで乗り切ったようです。

「行こうふたたび」～あこがれぇぇぇに、になわれーて！ 

アンコールは「懐かしき愛の歌」～今宵もまた若き日の 夢を秘めてたそがれは  

うるわしくも なつかしき 愛の調べとなりて かえりくるよぉぉ～ 

今頃になって歌詞の意味が沁みてきますね。……コロナのおかげで 4 年間ただ顔の

皺が増えただけ。櫻坂 46「何歳の頃に戻りたいのか？」が身に沁みます。 』 

  ★ソプラノ K・N (N)さん・・『 私は今池中学の合唱部ではなかったので、今池中 

学校合唱部 OB 会はとてもあこがれの存在でした。高校３年生の卒業の頃、OB 会 

から今池混声合唱団となった団に、今池中学の卒業生だったら入れると聞き入団し 

約１ヶ月の練習で、第１回演奏会に全ステージ出ました。この日はたくさんの雨が 

降るお天気で、初めての演奏会は長い一日だったと記憶に残っています。 』 

★ソプラノ N・U (K)さん・・『 今池中学校校長 安藤先生の時代に始まった〈校 

内合唱祭〉と〈合唱部〉。その指導をされて来たのが、山本恵司先生と小笠原寿美先 

生でした。私のクラス担任でもあった山本先生から「教え子達が卒業しても共に歌 

い続けて欲しい」との思いを伺ったことがあります。 

第一回演奏会の話しが決まった時のワクワクドキドキ感が思い出されます。 

特に、組曲「旅」の中の「なぎさ歩めば」は、先輩方について行くのが必死の最難 

関曲！ソプラノの緩やかで美しい旋律を、最初から最後まで、ほぼピアニシモで歌 

い続ける…若さの体と勢いで歌い切れる曲とは違う難しさに、本当に苦労したのを 

覚えています。組曲「旅」は、更に、男声との面白さとハーモニーが美しく響いた 

一瞬の快感を覚えたステージでもあります。 

混声合唱のゾクゾクするような重厚感に、ただ歌うことが好きだった私が、「混声合 

唱やめられないわあ   」と確認したのです。 

公演を達成できた喜びが、今に繋がっていると思います。 』 

 

皆さん、さすが半世紀の思いは並々ならぬようで・・・全ては載せきれず、抜粋

させて頂いたりもして、2 回に分けてのお届けとなりました。 

さあ、この後も今混の歴史は続いていきます。。。《 no4 へ続く・・・Rieko 》 

 

今混の web ページは・・ https://imakon.saloon.jp/   →こちらで。 

    その他、ご意見ご質問等、何かありましたら・・・古川 PC までどうぞ。                        

                      ↳ kun-kun1908@tg8.so-net.ne.jp 

♪♪♪♪  今今混混 5500 周周年年へへのの輝輝跡跡  ♪♪♪♪        nnoo33      
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